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一橋大学社会科学古典資料センターについて

▶1978年設立
▶西洋で1850年以前に出版
された古刊本を専門に収集
する研究図書館

▶蔵書数は約80,000冊
▶職員数10名
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一橋大学社会科学古典資料センターについて

▶主なコレクション
・メンガー文庫
・ギールケ文庫
・フランクリン文庫
・左右田文庫
・ベルンシュタイン・
スヴァーリン文庫

・一般貴重書
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古典資料センターのミッション

▶利用者サービス
▶資料管理
・資料収集
・資料整理
・資料保存
・媒体変換

▶研究
▶教育
▶出版

4



古典資料センター保存年表（電子化等含む）

1993 メンガー文庫関連事業
（マイクロ化・目録作成・保存修復）開始

1995 センター内に保存修復工房を設置
1998 フランクリン文庫保存修復事業
2003 ギールケ文庫保存修復事業
2008 左右田文庫保存修復事業
2008 メンガー文庫特製本・インキュナブラ電子化
2011 ロブリエール家文書電子化
2013 一般貴重書保存修復事業
2013 オーバーヘッドスキャナによる電子化
2016 「西洋古典資料の保存に関する拠点および

ネットワーク形成事業」開始
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メンガー文庫保存関連事業

▶当初は業者主導のマイクロフィルム化・販売の事業
▶最終的にはメンガー文庫約2万点全点のマイクロ化、保
存修復、目録作成を同時に行う総合事業に発展
（1993～2000年）

▶マイクロフィルム撮影時に発生する資料の物理的負担と
破損への対処、解体の判断が当初から焦点のひとつ

▶業者提案では開きの悪い資料、劣化や破損で撮影が難し
い資料は解体して撮影の上、そのままの状態で保存箱に
収納の予定
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メンガー文庫保存関連事業

▶破損資料への対応を検討する中で下記の方針が
確認される

・撮影の可否と何をどのように補修するかの判断は
大学が主体的に行わなくてはならない

・資料の装丁や製本構造の歴史性を損なわないために、
撮影に際して基本的に資料の解体は行わない

・撮影後の破損への対処だけでなく、破損を防ぐための
予防的な手当てを事前に行う

・個別の資料への対処を文庫全体を概観した保存計画の中に、
また文庫全体への対処をセンター所蔵資料全体についての
保存計画の中に位置付ける必要

7



メンガー文庫保存関連事業

▶撮影によって傷んだ資料のみを業者の責任で補修する
計画から、大学側が事前・事後の補修に主体的に関わ
り、最終的に資料全点を調査・処置する体制へ
→センターの媒体変換と保存対策の原点

撮影は原本保存にとって「損失ではなく大きな機会」
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メンガー文庫保存関連事業

「三者協議」
撮影業者＋製本修復家＋
センター助手

・1994年の撮影終了まで14
回開催

・協議総数3741冊、うち事
前補修数2959冊、撮影不
許可20冊

・何をどのように保存するか
について業者任せにしない
体制
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メンガー文庫保存関連事業

▶センターの保存対策の拠点
▶国内の大学で唯一の西洋古典
資料専門の工房

▶長期的な保存計画に沿って保
存修復を行うほか、利用や撮
影に伴う破損などにも即応可
能

▶スタッフは製本家や保存修復
家など4名

保存修復工房（1995年～）
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古典資料センターの保存方針

▶資料の歴史性を尊重
・製本構造等を安易に変更しない
・不可逆的な処置を避ける
・資料群としてのまとまりをできる限り保持する

▶予防的な保存対策を重視
・所蔵資料の悉皆的な調査・対策
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古典資料センターの保存方針

▶利用を前提とした保存
▶電子化、マイクロ化の推進
・電子資料、マイクロ資料の利用は資料原本の
保存につながる
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古典資料センターの電子化事業

▶2008年に撮影
▶メンガー文庫に含まれる『国民経済学原理』
著者特製本とインキュナブラ2点の電子化

▶特にメンガー特製本は書き込みの退色が進んで
いるため、原本の代替として早急な電子化が必要

▶ブッククレイドルを使用
▶それぞれ特設サイト上で公開

▼メンガー文庫特製本およびインキュナブラの電子化
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古典資料センターの電子化事業

▼メンガー文庫特製本およびインキュナブラの電子化
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古典資料センターの電子化事業

▼メンガー文庫特製本およびインキュナブラの電子化
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古典資料センターの電子化事業

▼メンガー文庫特製本およびインキュナブラの電子化

16



古典資料センターの電子化事業

▶2011～12年に撮影
▶フランスの貴族ロブリエール侯爵家歴代の所領経
営に関する文書（14世紀から18世紀にかけての
一次資料を全27冊に綴じたもの）を電子化

▶18世紀の装丁を保護しつつ撮影することに留意
▶専用の撮影台を作成して撮影
▶特設サイト上で公開

▼ロブリエール家文書の電子化
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古典資料センターの電子化事業

▼ロブリエール家文書の電子化
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古典資料センターの電子化事業

▼ロブリエール家文書の電子化
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古典資料センターの電子化事業

▶2013年～
▶オーバーヘッド＋V字クレイドルで貴重書のスキャ
ニングにも対応のスキャナ（Bookeye4）を導入

▶撮影から補修まで館内で完結して電子化を行える
体制

▶大学院生のアルバイトによる撮影
▶今後の電子化の中心にしたい

▼オーバーヘッドスキャナによる電子化
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